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○議事日程〔 第２号 〕 

 令和２年９月９日（水曜日）午前10時０分開議 

※開議宣告 

日程第１ 第53号議案から第61号議案まで及び第12

号報告並びに報第６号から報第９号まで 

質疑 

委員会付託 

〔ただし、第60号議案及び第61号議

案並びに報第６号から報第９号まで

を除く。〕 

日程第２ 決算審査特別委員会の設置及び委員選任 

       委員会付託 

       〔第60号議案及び第61号議案〕 

 

○本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

 

○出席議員（15名） 

１ 番  於 久 弘 治 

２ 番    毛 利 洋 子 

３ 番  中  尾   勉 

４ 番  黒 田 健 一 

５ 番  井ノ口 憲 治 

６ 番  阿 部 輝 之 

７ 番  土 谷 信 也 

８ 番  成 重 博 文 

９  番    中山田 健 晴 

10 番  松 本 博 彰 

11 番  河 野 徳 久 

12 番  安 東 正 洋 

14 番  河 野 正 春 

15 番  菅   健 雄 

16 番  大 石 忠 昭 

 

○欠席議員（１名） 

13 番  北 﨑 安 行 

 

○職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長    安 田 祐 一 

総括主幹兼庶務係長    黒 田 祐 子 

総括主幹兼議事係長    大 塚 栄 彦 

専  門  員    小 門 敏 宏 

 

 

 

○説明のため議場に出席した者の職氏名 

市     長    佐々木 敏 夫 

副  市  長       堤     隆 

市参事兼総務課長       佐 藤 之 則 

市参事兼財政課長       飯 沼 憲 一 

企 画 情 報 課 長      丸山野 幸 政 

地域活力創造課長      川 口 達 也 

税  務  課  長     田 中 良 久 

市 民 課 長       黒 田 敏 信 

保 険 年 金 課 長   大久保 正 人 

社 会 福 祉 課 長     田 染 定 利 

子 育 て 支 援 課 長    水 江 和 徳 

健 康 推 進 課 長     清 水 栄 二 

人権啓発・部落差別解消推進課長 

     後 藤 史 明 

環 境 課 長    阿 部 幸 喜 

商 工 観 光 課 長   河 野 真 一 

農業ブランド推進課長      黒 木 雄 二 

耕 地 林 業 課 長     早 田 博 昭 

建 設 課 長       永 松 史 年 

市参事兼上下水道課長    早 尻 真 一 

会計管理者兼会計課長    尾 形    稔 

農業委員会事務局長     佐々木 真 治 

選挙管理委員会・監査委員事務局長 

              藤 重 深 雪 

市参事兼地域総務二課長兼水産・地域産業課長 

大 力 雅 昭 

市参事兼消防長    隈 井   智 

総務課 参事兼総務法規係長 

    小 野 政 文 

総務課 課長補佐兼秘書係長 

    都 甲 さおり 

教育委員会 

教  育  長    河 野   潔 

教育総務課長兼地域総務一課長 

植 田 克 己 

学 校 教 育 課 長   衛 藤 恭 子 

文 化 財 室 長       板 井   浩 

 

 ○議長（河野徳久君）  おはようございます。こ

れより本日の会議を開きます。 

 市長、佐々木敏夫君から発言を求められておりま

すので、発言を許します。 

令和２年第３回豊後高田市議会定例会会議録（第２号） 
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市長、佐々木敏夫君。 

○市長（佐々木敏夫君）  皆さん、おはようござい

ます。お時間をいただき、ありがとうございます。 

 ９月６日から７日かけて、台風10号が九州の西側

を北上し、九州全域にかつてない記録的な大雨、暴

風、高波、高潮を引き起こした状況をご報告いたし

ます。 

 まず、鹿児島県、佐賀県で不幸にしてお亡くなり

になられました方のご冥福をお祈り申し上げます。

ご遺族並びに被災者の皆様に対しまして、心からお

見舞いを申し上げます。また、安否不明の方々のご

無事と一刻も早い救出をお祈り申し上げます。 

 本市におきましては、９月６日の13時に災害警戒

本部を設置し、避難準備、高齢者など避難開始を発

令するとともに、市内７か所に避難所を開設したと

ころでございます。私も全ての避難所を視察いたし

ましたが、避難者の数も過去最高の 194 世帯、334

人を数え、７日の午前０時17分には９月の瞬間最大

風速では過去最大となる31.4メートルを記録するな

ど、不安な夜を過ごしたところであります。 

 また、市内の約 1,240 世帯が長時間にわたる停電

となりましたが、７日の19時ごろには家庭への引込

線の断線等を除き、復旧を完了したとの連絡を受け

たところであります。 

 幸いにも人的被害はございませんでしたが、白ネ

ギや長崎鼻のヒマワリ等の倒伏、ビニールハウスの

損傷等、農業被害のほか、道路への風倒木の散乱、

公共施設の屋根瓦の飛散や窓ガラスの損壊などの被

害も発生しております。また、市内の一部で住宅被

害が発生していることにつきまして、心からお見舞

いを申し上げます。 

 これから台風の多い時期に入りますが、いつどの

ような災害が起きましても、職員が迅速に対応でき

るよう、日ごろから災害に対する知識や備えを万全

にしてまいります。 

 また、災害が起きた場合、何より地域住民の助け

合いが重要となりますことから、地区で行う防災訓

練や防災士の要請など、自助・共助の取組につきま

しても力を注いでまいりますので、ご理解とご協力

をお願い申し上げたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

○議長（河野徳久君）  日程第１、第53号議案から

第 61号議案まで及び第12号報告並びに報第６号か

ら報第９号までを一括議題といたします。 

 初めに議員各位にお知らせをいたします。質疑及

び質問に関連して、16番、大石忠昭君から資料要求

があり、市長に提出依頼をしたところ、お手元にお

配りのとおり提出がありましたので、ご了承願いま

す。 

 議案質疑通告表の順序により、５番、井ノ口憲治

君の発言を許します。 

５番、井ノ口憲治君。 

○５番（井ノ口憲治君）  皆さん、おはようござい

ます。議席番号５番、井ノ口憲治でございます。 

 さきの令和２年７月豪雨では、多くの人命や家屋

などに甚大な被害が生じました。不幸にしてお亡く

なりになられました方々のご冥福をお祈り申し上げ

ますとともに、被災者の皆様方に対しまして、心か

らお見舞いを申し上げます。 

 また、台風10号の被災状況も、今、報道をされて

いるところでございますが、一日も早い復興を心よ

りお祈り申し上げ、議案質疑に入ります。 

 マスコミでも連日報道されておりますが、新型コ

ロナウイルス感染症の終息がなかなか見通せない中

において、市民生活や地域経済への先行き不安が広

がりつつあります。そういった中、佐々木市政にお

きましては、新型コロナウイルス感染拡大の難局を

乗り越えるため、いち早く市民の生活と健康を第一

に、様々な感染防止対策に迅速に取り組んでいただ

いております。 

 特に、国の１人10万円の特別定額給付金において

は、県内トップで給付事務を開始し、99.9％の方へ

の給付を完了しています。市長をはじめ職員の方々

に敬意を表するとともに、感謝を申し上げます。 

 先行きが見えない状況でございますので、引き続

き市民生活をはじめ、地域経済へのご支援をよろし

くお願いしたいと思います。 

 そこで、第53号議案、令和２年度豊後高田市一般

会計補正予算（第４号）のうち、３款１項１目新型

コロナウイルス感染症対策定額支援金事業（第２次）

についてお伺いします。 

 市長の提案理由説明で、詳しく趣旨を述べられて

おりますが、本市独自の支援制度として、長引く感

染症対策等に要する市民の経済的な負担軽減と地域

経済の立て直しにつなげるため、市民１人当たり１

万円を再度支給する、加えて今回は、特に重症化し

やすい65歳以上の高齢者の方に１人当たり5,000円

の加算を行う提案をされています。 

 第１弾との合計で、一般の方には２万円、65歳以

上の高齢者の方には２万 5,000 円の支援金となると
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いうことでございます。 

 財源については、国より本市への２次配付となる

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

の４億4,316 万 3,000 円からこの定額支援金事業第

２次分２億7,064万円に全額充当をされています。 

 そこで、３点についてお聞きをいたします。 

 まず１点目は、市独自の定額支援金事業として、

県下でもいち早く市民目線に立った事業として実施

されていますが、今回の第２次定額支援金事業の実

施に当たっては、市民の窮状をどのように把握され、

事業を組み立てられたのか、お聞きをいたします。 

 また、２点目として、財源となる臨時交付金が前

回の第１次の定額支援金事業と比べ、充当率が高く

なっています。第２次では、全額国の臨時交付金を

活用されていますが、対象事業となる要件等が示さ

れていると思いますので、お聞きをしたいと思いま

す。 

 最後に、３点目として、今回の事業実施に当たっ

ては、特に重症化しやすい65歳以上の高齢者の方々

に 5,000 円加算されていますが、その根拠、定額支

援金事業（第２次）の実施基準、支給手続、実施ス

ケジュールなど、どのように考えておられるのか、

お聞きをいたします。 

○議長（河野徳久君）  社会福祉課長、田染定利君。 

○社会福祉課長（田染定利君）  それでは、新型コ

ロナウイルス感染症対策定額支援金事業につきまし

ては、市長が提案理由の中でもその趣旨を述べさせ

ていただいておりますので、私のほうからお答えを

させていただきたいと思います。 

 まず１点目の、市独自の定額支援金の事業組み立

ての経緯についてでございますが、新型コロナウイ

ルス感染症対策としてこれまで国や県、そして本市

独自事業でも家賃補助や資金の借り入れに伴う利息

補給、プレミアム商品券の発行など、起業や事業主

の方への支援を積極的に実施してまいりました。そ

して、市民の皆さんにあっても、感染拡大の中で、

それぞれのご家庭に大小様々な経済的な影響があっ

たものと思っております。出費の増加や収入の減少

など、そうした家計に対する生活支援策として、市

民の皆様へ広く等しく公平に支援することができる

最も有効な施策として１人１万円の定額支援金事業

を実施したところであります。 

 まず７月に給付させていただきました第１次定額

支援金は、国の緊急事態宣言の下、品薄により価格

が高騰したマスクや消毒液などの衛生用品の購入な

どに伴う家計へのそれまでの負担を補完することを

目的にした生活支援としてであり、また外出自粛な

どで冷え込んだ消費を刺激することができる実行性

の高い経済対策であることも考え実施いたしました。 

 そして、今回の第２次定額支援金は、７月以降の

第２波とも言われる新型コロナウイルス感染症の再

拡大により、終息の見通しも立たないことからマス

クの着用、フィジカルディスタンスの徹底、手指消

毒や換気などの徹底、新しい生活様式の実践が求め

られているとともに、経済活動の減速による残業カッ

トや出社制限での所得の減少により、今後も各ご家

庭の家計への負担は引き続き厳しい状況となるもの

と予想しております。また、経済活動においても、

飲食業や小売業などはさらに厳しい状況が続くもの

と見込まれます。 

 こうした状況を踏まえ、コロナウイルス禍におい

て新しい生活様式の実践により、感染拡大防止にしっ

かりと取り組んでいただくため、再度、市民１人１

万円、65歳以上の高齢者の方には5,000円を加算し

た第２次定額支援金を給付させていただきたいと考

えております。 

 次に、２点目の、財源となります臨時交付金の対

象要件についてでございますが、今回の第２次定額

支援金事業の財源となっております国の新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金につきまし

ては、新型コロナウイルス感染症への地方における

様々な対応、取組を支援することを目的にし、地域

の実情に即した感染拡大防止や感染拡大への対応と

して行う地域経済対策や住民の生活支援対策、そし

て新しい生活様式への対応のために必要な事業を対

象としております。 

 そうしたことから、前回、７月に給付いたしまし

た１人１万円の第１次定額支援金は、国の緊急事態

宣言が発出されるなど未曽有の大災害とも国難とも

言われるような感染拡大期でございましたので、国

の１次補正により交付された臨時交付金と不足分は

市の財政調整基金を取り壊して対応したところであ

ります。 

 今回の定額支援金の財源は、全て国の新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の第２次補

正で対応しております。 

 これにより、広く市民の皆様へは、今回を含め２

度の支援金として、合計いたしますと一般の方には

２万円、65歳以上の高齢者の方には２万5,000円の

給付が生活支援として、また経済活動の再活性化に
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向けた経済対策として給付することとなります。ま

さにこの国の臨時交付金の趣旨と本市の実情を形に

した事業であると思っております。 

 次に、３点目の、高齢者への加算と申請などの手

続についてでございますが、今回の高齢者に対する

加算につきましては、市内の感染症の発生も確認さ

れる中、自治委員会連合会役員の皆様をはじめ地域

の方からのご要望、そして国の対策本部における今

後の取組方針を踏まえ、特に重篤化しやすい65歳以

上の高齢者の方には、感染リスクに対する十分な備

えをしていただき、感染予防対策に努めていただき

たいとの思いから、5,000円を加算して１人１万5,000

円の給付額とさせていただきたいと考えております。 

 給付要件や申請手続といたしましては、支給対象

者となる方は、本議会で議決をいただいた後、議会

閉会日９月18日を基準日といたしまして、本市の住

民基本台帳に登載されている方とし、高齢者への加

算対象者は、令和３年４月１日までに65歳を迎えら

れる方を対象といたします。 

 なお、受給権者、申請方法などは前回と同様に、

世帯全員分を世帯主の口座へお振込みいたしますの

で、前回の支給金をお受け取りいただいている方は

申請等は不要となります。ただし、前回給付後に転

入された方などは別途申請書を送付いたしますので、

ご提出をいただきたいと思います。 

 ただ、給付開始時期は10月中旬を予定しておりま

す。給付日が決定いたしましたら、給付金額や給付

日等を記載した支払い通知書を送付いたしますので、

ご確認をいただきたいと思います。 

 新型コロナウイルス感染症にあっては、まだまだ

予断を許さない状況下であります。皆様には引き続

きご自身や周囲の大切な方を守るため、しっかりと

した感染予防に取り組んでいただきますとともに、

新しい生活様式の実践にもご理解とご協力をお願い

申し上げます。 

○議長（河野徳久君）  ５番、井ノ口憲治君。 

○５番（井ノ口憲治君）  ありがとうございます。

今後も引き続きご尽力を賜りますようお願いを申し

上げまして、質疑を終わります。 

○議長（河野徳久君）  議案質疑を続けます。 

１番、於久弘治君。 

○１番（於久弘治君）  議席番号１番、於久弘治で

ございます。まず初めに、医療従事者の皆様には、

長期にわたりコロナウイルス治療の最前線で働いて

おられることに対しまして、心から敬意を表すると

ともに、深く感謝申し上げます。 

 また、減少傾向にはあるのですが、感染によりお

亡くなりになられた方々、並びに熊本を中心に甚大

な被害を及ぼした７月の豪雨災害、そして台風10号

の被害でお亡くなりになられた方々におかれまして

は、この場をお借りしまして、謹んでお悔やみを申

し上げたいと思います。 

 皆様もご存じのように、国がコロナの影響による

国民の活動の自粛ではなく経済を優先させる方針に

かじ取りを行ったことで、我々が最も恐れていまし

た第２波が到来してきました。全国的にＰＣＲ検査

体制が整ってきていることもあり、早期発見、早期

対応が可能となったため、感染の拡大は一定程度、

隔離できているようにも感じられます。 

 全世界中の人々の希望である新型コロナに対応で

きるワクチンの開発は全世界が協力して進めている

のですが、その効果の確立はいまだできておりませ

ん。ワクチン効果の確立ができない限り、景気の回

復は見込めないようにも感じられております。 

 そういった中、新型コロナの影響は引き続き本市

の中心産業である観光業、飲食業、接客業、宿泊業

にいたっては、存続の危機に瀕していると言っても

過言ではない状況になっています。 

 国・県におかれましても、新型コロナの影響に対

しまして、今後も様々な取組を行ってこられると思

いますが、本市といたしましても４月臨時議会、６

月定例議会で上げられた対策、対応が今後も長期に

わたって必要になってくると感じられます。 

 それでは、質疑に入ります。令和２年度補正予算

参考資料を開いてください。本議会において提案さ

れています第53号議案、新型コロナウイルス感染症

対策関連分のうち、３款１項１目新型コロナウイル

ス感染症対策定額支援金事業（第２次）、７款１項２

目地域内お買物促進事業（第２次）、以上の２つの事

業につきましては、既に実施されている事業の第２

弾ということもありますので、定額支援金事業につ

きましては、事業内容を先ほどの井ノ口議員の議案

質疑の中でございましたご説明で、皆さんも理解さ

れていると思われますので、私からの質疑としまし

ては、前回の事業と今回の事業とでは何が異なって

いるのか、何が追加になっているのかの内容につい

て、先ほどの答弁と重複している部分がかなりある

と思われますが、お聞きいたします。 

 次に、お買物促進事業につきましては、事業内容

を簡潔に述べていただき、定額支援金事業と同様に
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前回の事業と今回の事業とでは何が異なっているの

か、何が追加になっているのかの内容についてお聞

きします。 

○議長（河野徳久君）  社会福祉課長、田染定利君。 

○社会福祉課長（田染定利君）  それでは、定額支

援金のご質疑にお答えをいたします。 

 先ほどの井ノ口議員と重複する分もございますが、

読み上げさせていただきます。 

 前回７月に給付をさせていただきました定額支援

金は、国の緊急事態宣言の下、価格が高騰したマス

クや消毒液などの衛生用品等の購入に伴う家計への

それまでの負担を補完するといった生活支援策とし

て実施をしたものでございます。 

 そして、今回の第２次定額支援金につきましては、

７月以降の第２波とも言われる新型コロナウイルス

感染症の再拡大により、終息の見通しの立たない中、

マスクの着用、フィジカルディスタンスの徹底、手

指消毒や換気の徹底など、新しい生活様式の実践も

求められており、今後も各ご家庭への家計へのさら

なる負担が予想されます。 

 長引くコロナウイルス感染拡大が続く状況を踏ま

え、再度、１人１万円の定額支援金を給付させてい

ただき、広く市民の生活支援としたいと考えており

ます。 

 また、今回は市内の感染者の発生も確認される中、

先ほど申し上げました、自治委員会連合会役員の皆

様をはじめ地域の方々からのご要望、そして国の対

策本部における今後の取組方針も踏まえ、特に重篤

しやすい65歳以上の高齢者にはさらに感染リスクの

対応もお願いしたいとのことから、5,000 円を加算

して１万 5,000 円の給付をさせていただきたいと考

えております。 

 ７月に実施をいたしました第１次支援金との大き

く相違する点は以上の２点でございます。 

 以上です。 

○議長（河野徳久君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  第53号議案、令和

２年度豊後高田市一般会計補正予算についてのご質

疑のうち、７款１項２目地域内お買物促進事業につ

いてお答えいたします。 

 コロナ禍での消費の落ち込みが続いている地域経

済を支援するため、前回のプレミアム付きお買物引

換券に続く第２弾といたしまして、本定例会にプレ

ミアム商品券に係る予算を計上させていただいたと

ころでございます。 

 前回のプレミアム付きお買物引換券につきまして

は、７月15日から販売したところ、わずか１週間で

完売いたしました。市民の皆様のご協力に深く感謝

を申し上げます。 

 今回、新型コロナウイルスの終息が見通せない中、

売上減少に苦しむ市内事業者を支援するため、第２

弾としてプレミアム商品券の発行を行うものでござ

います。 

 議員ご質疑の前回との違いについてでございます

が、今回は、前回の３倍となる総額３億 6,000 万円

分を発行いたします。また、前回は500円券の12枚

つづり、6,000 円分を 5,000 円で２万冊販売いたし

ましたが、今回は 1,000 円券の 12 枚つづり、１万

2,000 円分を１万円で３万冊販売するものでござい

ます。プレミアム率は前回と同じ２割で、変更はご

ざいませんが、市民の皆様がより利用しやすいよう

に、市内の大型店、チェーン店、コンビニなどもお

店が希望すれば参加できるように取扱業者を拡大し

ていきたいと考えております。 

 また、前回２万円としていました購入限度額をお

一人様３万円まで引き上げるとともに、使用期限も

２月末まで延長する予定でございます。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  １番、於久弘治君。 

○１番（於久弘治君）  それでは、新型コロナウイ

ルス感染症対策定額支援金事業（第２次）について、

２点再質疑いたします。 

 重症化しやすい65歳以上の高齢者には、支援金を

１人当たり１万円に 5,000 円を加算するとのことで

ありますが、本市では 65 歳以上の方が何名おられ、

全市民の何％になるのかをお聞きします。これが１

点目です。 

 ２点目ですが、地域経済の立て直しを図ることが

目的である事業とご説明がありましたが、市民１人

当たり１万円の支援金を支給することによって、具

体的にはどのような経済波及効果があるのかをご説

明していただけないでしょうか。 

○議長（河野徳久君）  社会福祉課長、田染定利君。 

○社会福祉課長（田染定利君）  それでは、再質疑

にお答えをいたします。 

 今回の支給対象者のうち、5,000 円の加算を予定

しておりますのは、来年、令和３年の４月１日まで

に65歳を迎えられる方でございます。人数といたし

ましては、8,812 名を見込んでおります。総支給対

象者に対する率といたしましては、約39％となって
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おります。 

 次に、経済効果についてでございますが、基本的

にはマスクなどの衛生用品のほか、様々なものにご

活用いただけるものと考えております。ただ、今回、

支援金の給付時期等、本定例会で提案をさせていた

だいておりますプレミアム付きお買物券の販売時期

が同じような時期になっております。現下、大変厳

しい経済状況の中で、お得なお買物券であっても購

入をためらっている方なども多いのではないかと思っ

ております。今回の支援金を購入の原資として活用

いただくことで、１万円が１万 2,000 円相当のお買

物ができるということになります。 

 市民の皆様にとっても事業者の皆様にとっても、

大変有利なものではないかと考えております。そう

いった意味で、経済効果になればというふうに期待

をしていくところでございます。 

 以上です。 

○議長（河野徳久君）  １番、於久弘治君。 

○１番（於久弘治君）  先日、大分合同新聞に玉津

プラチナ通りにありますミニシアター玉津東天紅の

館長が、コロナの影響による営業の実態についてお

話されていたことをご覧になられた方もおられると

思います。 

 この状況が続けば、営業自体そのものを考えてい

かなければいけないとの悲痛の叫びを発せられてい

ました。また、ある飲食業を経営されている方から

もほぼ同じような内容のお話をお聞きしました。 

 コロナの影響が続き、お店を開いてもお客さんが

以前に比べものにならないほど少なく、お店を維持

していくことにも限界がきている。どうか本当に困っ

ている市民に手厚い支援をしてもらえないか、どう

かお願いしますとの切実なお気持ちでお話をされて

おりました。 

 こういった声に対しまして、国は雇用調整助成事

業、持続化給付金事業等の助成事業、並びに本市に

おかれましても店舗等家賃助成事業、利子補給事業、

中小企業再生支援事業等の本市独自の助成事業を行

い、支援の裾野を広げていることは、私自身、賞賛

すべきことだと感じています。 

 コロナの影響が短期的であれば、以上ご説明しま

した事業の効果が十分に発揮することだと思います。

しかし、これから先、コロナの終息が見えない中で、

影響が長期に及びそうな状況では資金的に体力があ

る大企業であればこの状況下を乗り切ることも可能

だと思われますが、地域の中小事業者におかれまし

ては、国・県・市が取り組んでいる支援だけでは、

今後営業を続けていく上で限界がいつ来てもおかし

くはない事業者もおられると思います。 

 私自身、市民の方に一律ではありますが、市民１

人当たり１万円の定額支援を行うことに対しまして

は、家計の支援、地域経済の立て直しを目的とし、

さらに第２弾として、市民への同額の一律支援、さ

らに65歳以上には5,000円を上乗せする事業はとて

もよいことだと思います。 

 しかしながら、政策の考え方は様々であり、本市

のように一律支援もよいことではありますが、コロ

ナの影響で仕事を失い、家庭内での生計を立ててい

くことが困難になっている方、店舗の売り上げが減

少して、事業を撤退せざるを得ない方などを、簡単

なことではありませんが、抽出し、把握していくこ

とが本当に困っている方、本当に支援が必要な方を

救済していけるのではないかと思われます。 

 仮にではございますが、こういった状況が続き、

店舗が次々に事業を撤退し、本市の観光業、飲食業

が衰退していくことになりますと、同時に本市の税

収も減少し、コロナ終息後には取り返しのつかない

状況になることも十分に考えられます。 

 今後もコロナの影響が長期になっていくことが予

想され、本市といたしましても、第３弾、第４弾の

支援が必要になってくるかと思われます。 

 一律支援も一つの考えとしてよいことではありま

すが、どうか本当に困っている方、本当に支援が必

要な方への手厚い支援についても今後、ご検討をい

ただきたいと、切にお願いしたいと思います。 

 次に、地域内お買物促進事業（第２次）について、

２点再質疑をいたします。 

 １点目は、今回は第１弾の事業と異なり、地元店

舗で使えるお買物券と大型店舗も共通に使えるお買

物券が半分ずつ販売されるとなっているということ

ですが、今回、大型店舗を加えた理由についてお聞

きいたします。 

 ２点目は、地元店舗と大型店舗とでは、お買物券

の購入度合いが一方に片寄り、つまり、大型店舗に

集中する可能性が出ることにはならないでしょうか。

ご説明をお聞きいたします。 

○議長（河野徳久君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  それでは、地域内

お買物促進事業について、再質疑にお答えいたしま

す。 

 今回、大型店等を利用できるようにした理由につ
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きましては、第１に、市民の皆様の利便性向上を図

るためでございます。 

 新型コロナウイルスに係る事業者向けの支援事業

は数多くありますが、個人向けの支援策は少ないた

め、プレミアム商品券が使える店舗を拡大すること

で、より多くの市民の皆様にプレミアム商品券をご

利用いただければと思っております。 

 また、大型店に片寄るのではないかという懸念に

ついてでございますが、今回、発売予定のプレミア

ム商品券は1,000円券の12枚つづりとなっておりま

して、そのうち６枚は大型店等を含む全ての加盟店

でご利用することができ、残りの６枚は中小の店舗

のみで利用できる券としております。 

 つまり、前回の加盟店であります中小事業者につ

きましては、12枚全部をご利用することができます

が、大型店等については半分の６枚しか利用するこ

とができないよう、２種類の商品券を発行すること

で、中小事業者に配慮させていただきたいと思って

おります。 

 予算案の議決をいただいた後、10月中の発売を目

指して準備を進めてまいりたいと考えておりますの

で、市民の皆様には市内経済の活性化に引き続きご

協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  １番、於久弘治君。 

○１番（於久弘治君）  前回の第１次でのプレミア

ム商品券の販売額は１億円、２割のプレミアム付き

で、総額１億 2,000 万円に対して、今回は３億円、

これは２割のプレミアム付きで総額３億 6,000 万円

と、前回より３倍も販売額を上げていただいたこと

につきましては、市長を始め執行部の皆様に厚く感

謝申し上げます。 

 皆様もご存じのように、新型コロナの影響で地域

経済、地域消費は低迷し、観光業を中心とする飲食

業等の各店舗事業者の皆さんは、毎日不安な日々を

送られていることと思われます。 

 こういった状況の中、市民の方からも市内の事業

者をみんなで応援しようではないか、行政側で何と

か手厚い支援をできるように議員からも働きかけて

くれないか、我々の大事な税金だけど、どうか、今

回の非常事態で本当に困っている方に有効に使って

もらえれば、何も言うことはありませんという声を

よくお聞きします。 

 今後、本市におかれましても、第３弾、第４弾と

プレミアム商品券を販売することになると思われま

すが、他の自治体においても、工夫を凝らしたプレ

ミアム商品券販売の支援事業を様々な形で行ってい

ますので、ここで少しご紹介させていただきたいと

思います。 

 まず、宮崎県延岡市におかれましては、通常のプ

レミアム商品券とは別に、電子版プレミアム商品券

の事業を行っております。若い世代では、皆さんが

お持ちの……。 

○議長（河野徳久君）  １番、於久弘治君。 

○１番（於久弘治君）  はい。 

○議長（河野徳久君）  発言の途中ですけど、議案

質疑の通告範囲を外れているように、私は感じます

ので、もし、ご理解をいただけるなら、こういう質

問は一般質問に回していただけませんか。 

○１番（於久弘治君）  分かりました。申し訳ござ

いません。 

 それでは、よろしいでしょうか。最後。始めて…

…。 

○議長（河野徳久君）  私、議長としてお聞きして

いると、あなたの提案、今後、こういうふうにして

ほしいとかいうのは、議案質疑の範囲を外れるので、

そういう発言は一般質問の時にお願いしたいという

ことを私が申しているんですけど。 

○１番（於久弘治君）  分かりました。 

 それでは、再開させていただいても、よろしいで

しょうか。 

○議長（河野徳久君）  １番、於久弘治君。 

○１番（於久弘治君）  それでは、先ほどご説明し

たように、どの自治体も知恵を絞って、どうすれば、

消費を増やして、地域経済を活性化していくのかを

考えていくことは、よくお分かりになられたかと思

いますが、また、どこの市民の方も、何とか、地元

の地域に頑張ってもらいたい、持ちこたえてもらい

たいとの意向や考えがかなりあることも分かりまし

た。こういった事態であるからこそ、お互いを助け

合い、逆境を乗り越えていくことこそ、つまり、相

互扶助の気持ちを市民全体が持つことが本当の意味

で、コロナに打ちかつことになるのではないでしょ

うか。 

 それでは、以上で質疑を終わります。ありがとう

ございました。 

○議長（河野徳久君）  議案質疑を続けます。 

 16番、大石忠昭君の発言を許します。 

 16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  日本共産党の大石忠昭でご



９月９日 

 - 15 - 

 

ざいます。７月の豪雨や今回の台風でお亡くなりに

なられました皆さんに、心からお見舞いを申し上げ

ます。被災者の皆さんには、お悔やみを申し上げま

すし、被災者の皆さんには、心からお見舞い申し上

げたいと思います。 

 今回議案質疑ですが、市長から提案されておりま

す補正予算などについて、１時間質疑をしたいと思

います。 

 最初は、第53号議案の一般会計の補正予算につい

てであります。 

 11項目質疑をしますので、なるべく簡潔に、市民

に分かる言葉で、肝心な部分を述べていただきたい

と思います。 

 最初は、歳入についてです。 

 今回、補正額が約７億 9,000 万円でありますけれ

ども、その中で、国から交付できる国庫交付金が約

５億 7,000 万円あります。中でも、先ほどから議論

になりました市民１人当たり１万円、65歳以上の方

には 5,000 円加算という、市独自の定額支援金につ

いてを全額国が交付する、いわゆる地方創生臨時交

付金で全額賄われますが、そういう資金が今回、国

庫支出金が５億 7,000 万円提案されておりますけど

も、お尋ねしたいのは、その中で、地方創生臨時交

付金についてです。共産党の県会議員から資料をも

らいましたら、佐々木市長は大したもんじゃなと、

大分県14の市で見たら、この地方創生臨時交付金の

額が市民１人当たりでいったらば、第３番目に当た

るんだと。何か、前の市長がためた金を佐々木市長

が使ってしまうという声もあるけど、そうじゃない

ということも、私も、その数字、資料をもらって、

理解できたんですけれども、その点で財政課長に、

実際高田では、第１次、第２次も合わせてでいいで

す、数字ね、合わせて、市民に分かるように、どの

ぐらいの地方創生臨時交付金が割りつけられている

のか、が一つです。その分で、まだあと市民が願え

ば、今も於久議員からも、困ったことに取り組んで

くれ、これは市民の声なんですけれども、まだこの

交付金を活用して事業ができるだけの残金があるの

かどうか、明らかにしてもらいたい。私の調査では、

全国的には、明日述べますコロナと猛暑が続く中で、

熱中症の関係で、エアコン設置に対してもこれを使っ

ている自治体があります。そういう金も使えると私

は理解しておりますし、２つの質疑の中で、どれぐ

らい、まだ活用できるお金があるかないかというこ

とで、それだけ述べてください。 

 次が、今、議論になりました、１万円、１万5,000

円の問題です。お二人の方が質疑するから、もう私

質疑しなくてもいいかなと思ったんですけど、私は

１日も早く市民に届ける努力をしてもらいたいと思

うんです。国の 10 万円につきましても、あるいは、

市独自の１万円につきましても、担当課課長を先頭

に、本当に努力をされていることは敬意を表します。

今回も、せっかく、こういう形で県下の中で、まし

て市独自で２万円、あるいは65歳以上２万5,000円

交付するという事業は県下で初めてのことでありま

すので、事業効果を大きくしていくのにも、商品券

との関係もありますから、とにかく１日も早く市民

に届く努力をしてもらいたいと思うんですが、それ

を、これからの事務で、こういうことがあるんだか

ら、ちょっとまだこう、というふうなら、それで市

民が分かればいいんですけど、前回はいち早く開始

をしたんですよ、大分県では。そういう努力をされ

ておりますので、その実績を活かして、１日も早く

支給できるようにすると。これが１つ。 

 ただ、２つ目は、たしか前回は、５月13日の住民

基本台帳に登録されている人。その後赤ちゃんが生

まれても、駄目だったんですね、私、随分食い下が

りましたけど。今回は、９月18日、議会最終日の日

に住民登録されている方ということです。65歳とい

うふうなんですけども、前回の、もう後で再質疑で

行きましょうね。じゃないと困るから。分かりまし

た。 

 さっきの早くということと、もう一つは、さっき

の答弁の中で、交付されたという支払い交付通知書

を出すと言われました。予算今見ましたら、83万円

組んでいます。それで、そのことで、83万円で郵送

費や事務費をかけなくても、ケーブルテレビや告示

端末を使って市民に知らせると。今回は、申請する

のは、前回５月13日以降に生まれた方や転入された

方ですから、その方については、ちゃんと申請して

くださいよという通知は要るけれども、わざわざ、

１万円振り込みました、１万 5,000 円振り込みまし

たという通知をするのは、事務的にも、経費的にも

大変ですから、それを取りやめてもいいんじゃない

かと思いますが、その辺はどうなのかにしときます。 

 次は、３番目が、障がい者対策でシルバー人材セ

ンター活用している方の便宜を図る事業。これもう

簡単に概要を説明してください。 

 プレミアム商品券については、今、るる議論があっ

たんですけども、私は、今回は３億 6,000 万円分の
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いわゆる活用ができるわけですから、それを活用で

きる事業所を大幅に増やしてもらいたいと思うんで

す。その辺について、前回はどれぐらいで、今回ど

れぐらいの規模を考えておるのか。 

 もう一つは、広く市民に活用してもらいたいと思

うんですけれども、前回１週間で売り切れたと。そ

の中で聞いてみたら、もちろん私どもも買っており

ませんけど、なかなか高齢者については買えないと

いう声があるでしょう。買える人はまとめ買い、い

わゆる委任を受けて買えば、買えるんだけど、だか

ら、本当に広く市民が、今回３億円買えば、３億6,000

万円が使えるわけですから、買えるようにするため

に、前回と違って、限度額は２万円を３万円に上げ

るのは分かるんですけども、広く市民が使える、い

わゆる周辺部におる方々も使えるようにするために、

どうするかという問題ね。その辺の研究、どうすべ

きなのか。 

 実績があるんですよ。いわゆる消費税対策で、国

が65歳以上の非課税世帯に給付することになりまし

たね。この時は、非常に高田の場合、利用者が少な

かったんです。高齢者やからね。今回も、宇佐市の

場合も、中津市の場合も、市独自のプレミアム商品

券、非常に悪くて、販売率が悪くて、他に回したん

ですよ途中で。そういう経緯もありますから、今回

は、ほんの一部の人たちが使うんじゃなくて、高齢

者も含めて利用できる、そういう体制を考えていた

だきたいと思うんですが、どう考えておるのかを聞

きます。 

 それから、５番目は、温泉利用の関係です。これ

は、今回 445 万円予算を上げまして、私なんかも温

泉利用しておりますので、助かるんですけれども、

これまでの実績を踏まえて、今度改善してもらいた

いのは、高齢者と障がい者です。前回 350 万円使い

ましたけれども、高齢者や障がい者については全然

影響がなかったんです。今回どういうことになるの

か、概略説明してください。 

 次が、空き店舗を活用しての企業誘致の関係も、

620 万円提案されておりますが、この概要も簡単に

説明してください。 

 次が、空き家活用促進事業で、当初予算でも消化

できて、あと足りないということで、160 万円追加

されているんですけど、この点で、この事業につい

て、定住や人口増に貢献しとると思うんです。どう

いうふうに貢献しとるのか。今回160万円追加によっ

て、どういうことが見込まれるのか、説明してくだ

さい。 

 ８番目の障がい者の通所支援の給付金についてで

す。4,210 万円なんですけども、これも短くていい

から、不足したということで、どういうことで、何

が不足したのか、市民が分かるように、本当に短く

して説明してください。後がありますから。 

 次は、９番目が企業誘致のための環境整備という

形で、約 2,000 万円提案されています。私も現場を

見てきましたけれども、どうしても理解できないちゅ

うか、というのは、あの工業団地は地域整備公団と

県が造ったもので、特に工業用地ができないという

問題を議論しておりますと、前の永松市長は、市の

ものやないという形で開き直って、何度もあったん

ですよ。市のものでないものを、今度何で、2,000

万円もかけて側溝整備をしなければならないかとい

うのが疑問です。見ましたら、用地買収費まである。

個人もあるんですけど、この辺、ちょっと、概略、

どういうことなのか。 

 次が、７月の豪雨で被害を受けました農業関係の

災害復旧工事です。１億 2,500 万円提案されており

ますけれども、この予算上では、地元負担が農地や

施設などで、７件で 383 万円と提案されておるんで

す。これ県下を調べてみましたけど、後で言います

けども、高田の場合は、佐々木市長がいろんな点で、

経費節約で努力されて成果を上げておりますんで、

今回も、この問題でも、県下の状況も調べてみるし、

国の方針も、あるいは起債の活用方法など研究すれ

ば、もう少し農家負担を安くてできるはずというこ

とが、私なりに分かりました。よって、今回は、383

万円の地元負担金を提案しとるけれども、これを予

算を組んだ後に、大分県の場合は激甚災害指定を受

けましたので、もうこんなことやないと、随分下が

ると思うんですけれども、それは分かるんですけど、

どれぐらい下がるのか。私が聞きたいのは、何らか

の方法で、もう少し農家の自己負担が減る、軽減で

きないかの検討。 

 それから、40万円以下の小さな小規模な災害工事、

今回この中に入ってないんですよ。宇佐では、もう

100 ぐらい入っているんですけどね。ところが、調

べてみたら、県下で、豊後高田と国東と豊後大野市、

この３市だけが、市段階では市独自の助成事業がな

いんです。これもやっぱり、これから、またいつ災

害がどういった形で来るか分かりませんので、検討

すべき課題じゃないかと思いますが、見解を求めま

す。 
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 11番目は、市道や橋梁や河川のほうです。これは

資料をもらいましたので、よく分かりました。災害

工事というのは、１工事当たり工事費が相当高いん

だなということが分かりましたが、この工事につい

ては、地元負担がゼロですから、そのことはいいん

ですけども、その災害を受けているその現場につい

ては１日も早く復旧してほしいというのが住民の願

いなんですよ。だから、査定を受けなければ、発注

できないんですけど、だから、測量して、設計して、

入札ですね。その時に、市内の土木業者についても、

なかなか仕事がないので、できたら、大勢の業者が

仕事が受注できるような、そういう入札ができたら

なと思いますが、この事業で、１億 6,000 万円ある

んですけど、契約業者というのは、どれぐらい予定

されますか。なるべく地元で、なるべく早くという

ことを要望したいと思いますが、見解を求めます。 

 それだけです、最初は。 

○議長（河野徳久君）  市参事兼財政課長、飯沼憲

一君。 

○市参事兼財政課長（飯沼憲一君）  ご質疑の地方

創生臨時交付金について、２点お答えをいたします。 

 本市の人口１人当たりの交付金額は、１次、２次

合わせまして、人口１人当たり２万 5,296 円となっ

ておりまして、県内14市中では２番目に高い額となっ

ているところでございます。 

 あと、全額計上しているか、今後活用できるのは

あるかということでございますが、１次、２次合わ

せて、合計で、５億7,809 万 3,000 円でございます

が、この全額をもう６月補正、それとあと専決処分

したもの、それと今回提案させていただいている分、

合わせまして、全て計上させていただいております。

また必要な事業を計上しておりますけども、この交

付金で足らない部分は財政調整基金などを取り崩し

て、対応しているところでございますので、今後活

用できるのがあるかないかといいますと、もうござ

いません、使っているということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  社会福祉課長、田染定利君。 

○社会福祉課長（田染定利君）  それでは、定額支

援金のご質疑にお答えをさせていただきます。 

 まず、支給予定日でございますけれども、支援金

の支給予定といたしましては、本定例会での議決を

いただきました後、18日を基準日といたしておりま

す。給付に向けた事務、それから先ほどありました

通知書の発送事務等を行いまして、できれば、10月

の中旬にお振込みができるよう準備を進めてまいり

たいと思っておりますし、できれば、できるだけ早

く振り込みができるようにも、努めてまいりたいと

いうふうに考えております。 

 それから、支払い通知書の件でございますけれど

も、支払い通知書には、支払い日のみではなくて、

本事業の趣旨でありますとか、世帯員それぞれの金

額など記載をして、ご確認をいただくようにしてお

ります。そういった意味で、通知のほうは出させて

いただきたいと思っておりますので、ご理解をお願

いいたします。 

○議長（河野徳久君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  それでは、第53号

議案、令和２年度豊後高田市一般会計補正予算につ

いてのご質疑のうち、初めに、シルバー人材センター

を活用した障がい者通勤支援事業についてお答えい

たします。 

 この事業は、新型コロナウイルス感染症の影響で、

全国的に雇用環境が厳しくなる中、社会的弱者でも

あります障がい者の雇用を促進するため、障がい者

が働く場合に、最もネックとなっている通勤を支援

することで、障がい者の雇用促進を目指すものでご

ざいます。具体的には、シルバー人材センターと連

携いたしまして、通勤用の車両運行支援することで、

障がい者の通勤手段を確保するとともに、高齢者の

就労も併せて促進するというものでございます。こ

れまでも社会福祉施設等での送迎はありましたが、

一般の会社向けの送迎につきましては、あまり例の

ない取組となっております。 

 次に、プレミアム付き商品券についてお答えいた

します。 

 事業概要につきましては、先ほど、於久議員へご

答弁申し上げたとおりでございますが、議員ご質疑

の取扱店、加盟店の拡大につきましては、先ほど申

し上げましたとおり、今回、大型店等を含めて加盟

ご希望があれば、参加できるようにしたいと思って

おりますので、市のホームページや市報も活用して

募集を募りたいと思っております。 

 ちなみに、ご質疑ありました現在の参加事業所数

ですが、現行のプレミアム付きお買い物券では、市

内の約250事業所が加盟しております。 

 今回新たに募集かけますんで、大型店等だけでは

なくて、新たに中小の事業所も入ると思われますん

で、トータル 300 弱にはなるんではないかというふ

うに予想しております。 
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 次に、高齢者を含めた市民への拡大するための方

策についてでございますが、前回、お買物券の際は、

申込み用紙を新聞折り込みという形で配布いたしま

したが、今回はより広い市民の皆様に申込みができ

るように、全戸に申込み用紙を配布してまいりたい

というふうに考えております。 

 次に、くにさき六郷温泉活性化事業についてお答

えいたします。 

 この事業は、新型コロナウイルス感染防止対策に

係る臨時休業等で売上げが激減しました市内温泉施

設の早期復興を図るため、６月補正で販売した共通

入浴券が販売開始から１週間で完売するなど、大変

好評であったことから、第２弾として追加実施する

ものでございます。 

 今回は、前回と同じ2,000 円の共通券1,500 セッ

トに追加いたしまして、市民の皆様から要望が多かっ

た高齢者、障がい者も含めますが、用の共通入浴券

を新たに1,500 円で 1,500 セット発行いたします。

10月初旬の発売を目指して、利用期間は１月末まで

を予定しております。これにより、より多くの市民

及び観光客の皆様に個性豊かな市内の温泉を楽しん

でいただき、新たな入湯客の獲得と入湯頻度の増加

を図りたいと思っております。 

 なお、2,000 円の通常入浴券は、民間温泉を含め

た５つの温泉施設でご利用いただけますが、1,500

円の高齢者用共通入浴券につきましては、高齢者の

利用区分があります。花いろ、スパランド真玉、夷

谷の３つの市営温泉に限定したご利用となります。 

 また、今回の追加発行に合わせまして、前回発行

いたしました共通入浴券の利用期限を１月末まで延

長いたします。これは、新型コロナウイルス感染症

の再拡大で、入浴を控えた方が相当数いたことと、

新たに発行いたします共通入浴券での混乱を防止す

るための措置でございます。 

 次に、空き店舗等を活用したサテライトオフィス

の整備についてお答えいたします。 

 この事業は、新型コロナウイルス感染防止のため、

全国的に広がっているテレワークを活用して、都市

圏から地方への地方回帰の流れに沿って、商店街の

空き店舗へＩＴ企業等の誘致を促進するため、必要

な環境整備を行うものでございます。具体的には、

昭和の町を中心に、３つの空き店舗をオフィスとし

て活用できるよう、内装の改修や通信環境の整備な

どを行うものでございます。空き店舗を活用するこ

とで、商店街の振興にも寄与できるものと思ってお

ります。 

 最後に、企業誘致環境整備事業についてお答えい

たします。 

 この事業は、大分北部中核工業団地への企業誘致

を促進するため、排水路の布設替えを行うものでご

ざいます。 

 中核工業団地には、市が所有いたします排水路が

区画の境界に必要に応じて、現在整備されておりま

すが、分割譲渡後の残り区画の有効活用による企業

誘致を促進するため、排水路の布設替えが必要となっ

たことから、県の補助金を活用して実施するもので

ございます。 

 なお、既設の排水路の延長が約86メートルに対し、

布設替え後の延長が約 200 メートルとなるため、今

回新たに用地購入が必要となったものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  地域活力創造課長、川口達

也君。 

○地域活力創造課長（川口達也君）  それでは、第

53号議案のうち、お帰りなさい住宅改修費補助金に

ついてお答えします。 

 本事業は、豊後高田市外に居住している市内出身

者が本市に戻ってくる場合、その居住先となる住宅

の改修に係る費用を助成するものです。 

 今年度８月末時点で、本事業を通じて本市へＵター

ンされる方は、事業の手続中の方も含めまして、９

世帯18人となっております。 

 今回の補正に伴う今後の本制度利用による定住者

の増加見込みですけれども、補正予算では、件数的

には４件を予定しており、これまでの本制度の利用

実績から見ますと、１世帯当たりの人数は概ね２人

程度となっておりますので、今回の補正分では、４

世帯８人程度の方の追加を見込んでいるところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（河野徳久君）  耕地林業課長、早田博昭君。 

○耕地林業課長（早田博昭君）  第53号議案のうち、

７月の豪雨により被害を受けた農地や農道、農業用

施設、林道の災害復旧工事の事業費及び受益者分担

金についての質疑にお答えいたします。 

 今回の災害は、７月の梅雨前線豪雨により被災し

た農地、農業用施設及び林業の災害復旧を行うもの

であります。 

 この災害復旧の内訳は、農地が１か所、農道が４

か所、井堰が３か所、水路が２か所、ため池が１か
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所、林道が３か所の計14か所の事業費１億2,513万

8,000 円、受益者分担金は 383 万円の災害復旧事業

であります。 

 議員ご質疑の激甚災害指定により、どれぐらい下

がるのかという質疑ですが、383 万円で当初予定を

しておりました分担金につきましては、61 万 8,000

円となる予定に考えております。 

 この受益者分担金は、農地及び農業用施設を利用

する特定の受益者がため池や井堰、水路などの水利

施設を利用して農作物を栽培することで、一定の収

益を受けることから、この特定される受益者に対し

て、災害復旧事業の分担金を出していただいており

ます。 

 議員ご指摘の分担金の負担率については、近年、

農家の高齢化や大規模農家の負担の増加による農業

経営の悪化が懸念されるところでありますので、本

市の基幹産業である農業や農地を守るため、災害復

旧事業の受益者分担金のあり方や、40万円未満の小

災害復旧事業も含めまして、他の事業者との税の公

平性を鑑みて、今後、他市の状況を踏まえ、引き続

き研究してまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

○議長（河野徳久君）  建設課長、永松史年君。 

○建設課長（永松史年君）  それでは、第53号議案

のうち、公共土木施設災害復旧事業のご質疑にお答

えします。 

 今回の災害につきましては、６月から７月上旬に

かけての梅雨前線豪雨により、市内各所において土

砂崩れ等の被害を受けたところであります。 

 市道等の公共土木施設に係る被災件数としまして

は、道路８件、河川６件、橋梁１件の計15件となっ

ており、９月から11月にかけて実施される国の災害

査定を受け復旧する予定となります。現時点におい

て、全ての査定が終わっていませんので、発注件数

や規模についての確定はできておりませんが、これ

までと同様に、地元事業者への発注を基本に、早期

復旧ができるよう対応してまいりたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  社会福祉課長、田染定利君。 

○社会福祉課長（田染定利君）  障がい児通所支援

事業についてのご質疑、ご答弁が漏れておりました

ので、お答えをさせていただきます。 

 障がい児通所支援事業は、障がいのある子どもや

発達の気になる子どもに対し、日常生活における基

本的な動作の指導や集団生活への適応訓練を行い、

健やかな成長を促すための支援でございます。 

 この事業につきましては、予算編成時に想定をし

ておりませんでしたサービス提供事業所２か所が新

たに開所をいたしました。定員数も、全体で20名か

ら40名へと拡大をしておりますことから、利用者数

の増加が見込まれております。 

 また、乳幼児健診や発達相談会、これも充実によ

りまして、子どもの発育に関する気付きや困りも早

期に発見されるケースが増え、これに伴い、サービ

スの利用を希望する保護者の方が想定以上に増加し

ております。このような状況から、今年度所要額が

当初予算を大きく上回ることが見込まれ、利用者の

ニーズに対応して、不足が生じないよう増額補正を

させていただくものでございます。 

 補正額といたしましては、当初予算7,555万7,000

円に対しまして、本年度所要見込み額１億 1,765 万

7,000 円となります。不足額 4,210 万円を今回計上

させていただいているところです。 

 以上です。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  それでは、再質疑をいたし

ます。 

 最初に、先ほど、地方創生臨時交付金で、豊後高

田は大分県、市では、３番目と言ったような記憶が

あるんですけど、２番目と、私の発言を訂正させて

ください。 

 よって、次の２項目めの１万円、１万 5,000 円に

ついての質疑ですけれども、担当課長ができるだけ

早く交付できる努力をしようということでしたけど、

基本的には、10月中旬をめどにということなんです

が、私が聞きたいのは、あなた方の努力によって、

前回の１万円については、99.9％の方に支給できた

と、22 世帯で 25 人になると思うんですけど、今回

も、この方については、もう絶対的に支給されます

わね。死亡した人は別としてね。それで、何を聞き

たいかというのは、あと、５月13日以降に生まれた

方、それから転入された方、この方は申請制ですわ

ね。だから、この申請書を早く送付してもらうと、

ということは、いつまでに送付できるのか。 

 ２つ目は、先ほど聞いた支払い交付書というもの

を郵送するという、前回も、私のところも、大石、

２万円振り込みましたよと来たんですけど、もった

いないと思うんですよ、これは。これはもったいな

い。要らないんじゃないかということを指摘してお
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るんですが、郵送代83万円組んでるでしょう。だか

ら、それは、もう佐々木市長が大分県でもやったこ

とのない２万円、２万 5,000 円出すんだから、出し

ますよと、今度は申請するかどうかということがあ

ります。生活保護者についても、今まで例があるも

んだから、もらえないという心配があったけど、今

回は生活保護者も全部対象なんですよね。一切申請

しなくてもよいですよと。基本的には、10月中旬に

は前回の口座に届くようにいたしますということや

ね。それでも、10月中旬になっても届かないときに

は、ご連絡してくださいという、これ徹底すると。

そうすれば、83 万円使うことないと思うんですよ。

それをケーブルテレビでやるし、告知板でやるし、

それ以外に何するかちゅうたら、そら、10月１日の

市報に載せれば、それでいいですよ。それで、もらっ

たとなったら、どういうことかと、必ず電話があり

ますよ、そりゃあね。二重に払うってことも、全国

的にあって問題になっているけど、二重に払ったら、

払わないために、あなた方が苦労して事務処理をす

るわけです。だから遅れるわけですけども、そうい

うように、もう、交付が済んだ後に交付しましたよ

という通知は要らないんじゃないかということなん

です。もったいないんじゃないですかと、それは。

それはどうですか。 

○議長（河野徳久君）  社会福祉課長、田染定利君。 

○社会福祉課長（田染定利君）  それでは、大石議

員の再質疑にお答えをいたします。 

 通知につきましては、先ほども申し上げましたと

おり、それぞれご世帯の世帯員のお名前、それから

世帯員に対して給付する総額等を記載しております。

誤りがないかどうか、ご確認をいただくためにも、

必要ではないかというふうに思っておりますし、重

ねて、今回の支援金の給付の趣意書等も同封をさせ

ていただく予定にしております。そういう意味で、

今回もお送りをさせていただきたいというふうに考

えておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

 それから、申請書の送付日でございますけれども、

申請書につきましては、18日の住民票の確定を待ち

まして、私どものほうで、内部事務処理、整理をさ

せていただくことになりますので、概ね、月末月初

め、10月月初めにお送りができるのではないかなと

いうふうに想定をしておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  私の言った市民に対する周

知の問題、本来申請しなくてもいいんですよと。５

月 13 日以降に生まれた方は、転入した方は申請と、

これも市報やケーブルテレビや告知板などなどで、

徹底してもらいたいと思うんですよ。それはいいで

すか。 

○議長（河野徳久君）  社会福祉課長、田染定利君。 

○社会福祉課長（田染定利君）  それでは、大石議

員の再々質疑にお答えをさせていただきます。 

 周知につきましては、議員もおっしゃられるよう

に、市報、それからケーブルテレビ、そのほかの方

法でも含めて、しっかりお知らせをできるようして

まいりたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  次は、社会的に弱者と言わ

れている、いわゆる障がい者の声を促進しようとい

うことで、今回、コロナ対策で、こういう予算がつ

いて、シルバー人材センターに車を買って、障がい

者については送り迎えをしてあげますよという事業

が始まるんですけど、これについて、どれぐらい利

用対象を見込まれておるのか。ぜひ働く意思がある

方で、それに合った形のお仕事がある方は大いに働

いてもらったら、その分収入がありますからね、そ

の辺の見込みを明らかにしてください。 

○議長（河野徳久君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  それでは、障がい

者等雇用機会創出事業についての再質疑にお答えい

たします。 

 どれくらいの雇用と見込みの数でございますが、

なかなか、現在、新型コロナの影響もありまして、

非常に雇用環境も、先ほど申し上げましたが厳しい

状況でございます。はっきりと明確な数字は、申し

上げることは、なかなか困難でございますが、予定

としましては、大体数名程度あるんじゃないかとい

うふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16 番（大石忠昭君）  あと 20 分ありますんで、

全部こなしたいと思いますが、プレミアム商品券に

ついて、これまでは、商工会議所と、真玉、香々地

の商工会の事務所で取扱いをされておったんです。

これを、周辺部の皆さん、高齢者の皆さんなどに広

く活用してもらうために、何日か日にちを切ってで

も、公民館などでの販売を実施するということはで

きないのか。市民に便宜を図ることはできないのか。
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どうでしょうか。 

○議長（河野徳久君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  それでは、プレミ

アム商品券についての再質疑にお答えいたします。 

 プレミアム商品券、現在のお買物引換券について

もそうなんですが、いわば金券。現金に準じたよう

なものでございますので、その取り扱いについては

非常に慎重かつ安全面を考慮しなければなりません。

プレミアム商品券の関係につきましては、かなり以

前から何回も販売をしておりますが、やはりトータ

ルでの安全性など考えた場合、商工会議所及び商工

会での販売に限定せざるを得ないのかなというふう

に思っております。また、なかなか通勤手段、通勤

というか、お買物に行けない方々については、申込

用紙に委任状が添付されていますので、ぜひご家族

の方、もしくはお知り合いの方に頼まれてご購入い

ただければというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  次は、空き店舗活用のサテ

ライトオフィスの問題なんですけど、今回の予算で

は１か所家賃が25万円という形で提案されておるん

ですけど、これはいつからいつまでの分で、その後

については家賃の補助も検討されておるのか。これ

で打ち切りということなのか。それと、３店舗を予

定しておるということなんですけど、今のところ見

通しはどうなのか。もう10月でも活用できることに

なっているのかどうかもお伺いいたします。 

○議長（河野徳久君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  それでは、ＩＴ企

業等誘致促進事業についての再質疑にお答えいたし

ます。 

 まず、家賃補助についてでございますが、予算の

積算上は１か所当たり５万円の３か所、５か月分と

いうことで積算しております。３施設を予定してい

るんですが、入居のめどといいますか、誘致のめど

につきましては、現状では明確にはなっておりませ

ん。先ほど申しましたようにＩＴ、地方回帰が叫ば

れている中でございますので、ぜひ空き店舗に企業

を誘致して、小規模ですけれども、少人数の企業に

なろうかと思いますが、小規模な事業者を誘致して、

商店街の活性化を図ってまいりたいというふうに思っ

ております。相談と言いますか、している事業者は

ありますが、数については確定はしておりません。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  次は、障がい児の通所支援

給付金の不足分 4,200 万円についてです。事業所の

定数規模を倍にしたということ。利用者が多いとい

うことで、不足が生じたということなんですけど。

実際に現在は対象人数が何人なので、今後どういう

ようなことで拡大できるということが予想されてお

るのかどうか。ぜひこの事業は大事な事業ですから

意識してもらいたいと思いますけど。 

○議長（河野徳久君）  社会福祉課長、田染定利君。 

○社会福祉課長（田染定利君）  それでは、大石議

員の再質疑にお答えをさせていただきます。 

 現在のところ、利用者の方は67名となっておりま

す。今後も現在ご相談を受けておられる方もいらっ

しゃいますし、年内には数名の方が、また増えてま

いるのではなかろうかというふうに推測をいたして

おります。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  時間がないんですけど、企

業誘致の関係で何とか団地が、いわゆる工業用地で

誘致できたんじゃなくて、今残っている工業用地が

団地ですね、それが４区画あるんですが、その中の

１区画を使いまいをよくしたいという形で中にある

水路を周りに回すということですかね。これによっ

て 2,000 万円の事業なんですけども。一般的市民か

ら考えると、何で政府公団が作った事業を市が市の

金でそういうことをせんといかんのかとかね、そう

いう疑問を持つんですよ。よって、もう時間がない

から言いたいのは、何か４区画の中で１区画でも、

あるいは今回排水を整備し直すというところについ

ても、ぜひ豊後高田市の工業団地に進出したいんだ

と、そういうような何かこう予告があっているのか

どうか。何を基にこれは、市の発案なのか、いわゆ

る企業からの要望があってのことなのか。あるいは、

今これ持っているのは県の土地開発公社、県ですよ

ね。土地開発公社のほうからやってくれということ

になったのか、出発点は何なんですかね、これは。 

○議長（河野徳久君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  それでは、企業誘

致環境整備事業についての再質疑にお答えいたしま

す。 

 新型コロナの影響で世界的に経済が低迷する中、

企業誘致を取り巻く環境には非常に厳しいものがご

ざいます。こうした中で、企業誘致を成功させるた
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めには、以前にも増して、何より機を逃さない迅速

な対応が必要不可欠でございます。これまでも本市

は県と連携して、企業の要望に迅速に応えてきたか

らこそ、数多くの企業誘致に成功してきたところで

ございます。今回の布設替え工事につきましても、

県と相談いたしまして、企業誘致の促進のためには

速やかな布設替えが必要であるとの判断から、今回

工事を実施するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  もう少し議論したいんです

けど、時間が12分になりましたので、あとは付託さ

れた委員会で議論してもらったらと思います。私の

気持ちです。 

 次は、農地災害について、担当課長が今後研究課

題ということでありましたけどね。私も勉強不足だっ

たんですけど、今回の災害を受けて研究してみまし

たが、一般災害についても高田の場合は、農地で言っ

たら６割負担なんですよ。大分県６割負担などとい

うのは高田だけなんですよ。あと、２割負担だとか、

多いところでも５割負担でやっているんですよ。高

田の場合６割負担なんですね。 

 あるいは、今の40万円以下についてはそういう形

であるんだけど、高田の場合はないんですよ。制度

がないけども、40万円以上についてもそういう形で

高田の場合高いからね。 

 何とか今、課長が他市の状況も研究してみるとい

うことになりましたけど。市長、その一般の災害と

40万円以下の災害も含めて、市長自身も本気で研究

して、来年度に向けて条例改正をやってもらいたい

し、条例を作ってもらいたいと思いますので、どう

でしょうか。 

○議長（河野徳久君）  耕地林業課長、早田博昭君。 

○耕地林業課長（早田博昭君）  再質疑にお答えい

たします。 

 小規模災害ともなんですけども、一般災害等激甚

災害、それによって国の補助率や起債の充当率も変

わってきます。小災害であっても災害の程度によっ

て起債制度がない場合もございますので、その辺を

含めまして取組についていろいろ研究してまいりた

いというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  もう一度市長に聞きます。 

 中身は今言われたとおりなんですよ。だから、こ

れはやっぱり市長がその気にならなければ進まない

んで。来年度に向けては何とか改善するんだという

表明をしてもらいたいと思います。 

○議長（河野徳久君）  耕地林業課長、早田博昭君。 

○耕地林業課長（早田博昭君）  再々質疑にお答え

いたします。 

 他市の状況も踏まえながら、他部署と協議しなが

らいろいろ研究してまいりたいというふうに考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16 番（大石忠昭君）  次は、第 55 号議案の小中

学校のタブレット端末の購入問題です。今回、オー

イーシーとの契約議案、6,821 万円が提案されてい

ます。これは予算委員会の時にも議論しましたが、

今回は文科省の指導もあって、大分県と共同で契約

する方向でうんぬんということがありまして、そう

すれば安上がりとなったんですけれども、調べてみ

ましたら県下まちまちなんですよ。それは、入れる

ソフトによって違うということも分かりました。私

が尋ねたいのは、豊後高田の場合は、教育のまちで

すから、よそに比べてみて、このタブレット端末が

教員も生徒も全員持てるようになるんだけども、よ

そと比べてみて利便性の高いもの、こういう形で活

用できるというものを、これを１つどういうものが

あるのか。もう１つは、家庭で今後いつぐらいから

児童生徒は活用できるようになるのか。その２つで

いいです。 

○議長（河野徳久君）  教育総務課長兼地域総務一

課長、植田克己君。 

○教育総務課長兼地域総務一課長（植田克己君）  そ

れでは、第50号議案についてのご質疑にお答えしま

す。 

 今回タブレット導入するに当たり、大分県教育委

員会の主導の下、共同調達を実施しております。導

入するタブレット端末本体はどの市町村とも同じも

のでございますが、先ほど議員がおっしゃいました

とおり、インストールされるアプリケーションはタ

ブレットを今後どのように活用していくかによって

異なります。 

 本市では、ＩＣＴの活用により、教育効果を高め

るため、昨年度購入済みのタブレットに導入されて

いるアプリケーションに加え、学習支援ソフトを導

入しオンラインでの家庭学習も可能にするなど、他

市に比べ導入するアプリケーションも多く、充実し
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たものとなっております。特に、この学習支援ソフ

トは基礎・基本から活用する力まで、自分に合った

レベルとペースで効率よく学習を進めることができ

るもので、回答は自動で正誤判定され、間違えた問

題もピックアップして解き直せるなど、つまずきを

解消しやすくなっています。 

 また、児童生徒の学習意欲を促す仕組みも組み込

まれております。さらに、子どもたちの学習状況や

学習履歴を把握できるため、教員にとっても日々の

授業や個別指導に活かすことができるものとなって

おります。 

 家庭での利用につきましては、学びの保障と教育

の機会均等の観点から、通信環境がない家庭に対し、

モバイルルーターを貸与し、利用できるようにいた

します。この家庭での利用につきましても、他市で

は新型コロナウイルス感染症対策などの臨時休業等

の緊急時のみとしているところもあるようでござい

ますが、本市では先ほどのソフトを活用し、日頃の

家庭学習にも活用することといたしております。 

 今後のスケジュールといたしましては、本定例会

で議決をいただいた後に本契約を行いまして、早急

にタブレットの導入を図り、年度内には活用できる

ように構築してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  それでは、最後の質疑です

が、既に８月７日に市長が専決しております、この

ＰＣＲ検査の整備体制の補助金 350 万円についてで

あります。予算書で分かるように、全額国庫負担に

なるようなんですけれども、私がお伺いしたいのは、

これで唾液を採って検査するということなんですけ

ど、いわゆるこれは、提案理由説明でも詳しく説明

がありましたので、内容は全部分かっておるんです

けども、聞きたいのは、当然のことと思いますけど、

かかりつけの医療機関の先生が判断すればその検査

ができるということになると、この施設で利用する

方についても使用料は無料だと思いますが、それで

いいかどうか。 

 それから、350万円のうちに、103万7,000円が運

営費となっているんですよ。この運営費というのは

設置されましてから、いつからいつまでの部分を予

算化しているのか。この後についてもまだこういう

今の状況でいつコロナの問題が収束できるか、なか

なか見通せない状況になっておりますので。今後の

運営費については、また次の議会に提案するという

ことになるのかね。 

 それから、ここで採取した唾液については、どこ

で検査するというのを私たちは理解したらいいんで

すか。 

 それから、施設そのものがいわゆるドライブスルー

式なのか、それとも一旦駐車場に停めて、その駐車

場のあるところに持っていくということなのか。そ

の辺についても分かるように説明してください。 

○議長（河野徳久君）  健康推進課長、清水栄二君。 

○健康推進課長（清水栄二君）  第12号報告のうち、

ＰＣＲ検査体制整備事業費補助金についてお答えい

たします。 

 この事業は豊後高田市医師会が実施しますＰＣＲ

検査検体回収センターの設置及び運営にかかる経費

を助成するものです。内容につきましては、市民の

方が市内の医療機関を受診後、医師の診断の結果、

ＰＣＲ検査が必要と診断された場合、唾液を自分で

採ってＰＣＲ検査検体回収センターへ持ち込みます。

その後、検体を大分市にある衛生環境研究センター

に搬入して検査を行うものであります。この場合の

ＰＣＲ検査は行政検査となります。ご質疑の検査に

対する市民の負担はございません。 

 それから、運営費の期間でありますけれども、９

月から３月までを予算計上しておるところでありま

す。その後につきましては、新型コロナウイルスの

感染状況等を考慮する必要があると思いますので、

その時点でまた検討していきたいと思っております。 

 それから、方式につきましてはドライブスルー方

式かというご質疑でありますけれども、一応今回の

分につきましては、駐車場に停めていただいて、す

ぐ隣になると思いますけども、回収センターに検体

を持ってきていただくという方式を考えております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  16番、大石忠昭君。 

○16番（大石忠昭君）  運営費については９月から

３月までの予算にしているということですよね。実

際にこの 350 万円補助金を交付してもう８月７日に

市長が専決しとるんですけどね。今回事後報告なん

ですけど、市民はいつから活用できるのか。早いほ

ど、今の状況は一応落ち着いてるとなっているけど、

今後どうなるか分からんですわね。ないことを願っ

てますけれども。利用者がないことが１番いいこと

なんですけど、それでも、もしものことがあったら

１日でも早いほうがいい。予算を８月７日に専決処

分した以上は、やっぱり相手が医師会のようですけ
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れども、早く折衝をしてもらって、早く市民が利用

できるようにしてもらいたいと思います。それはい

つごろをめどと考えている。 

○議長（河野徳久君）  健康推進課長、清水栄二君。 

○健康推進課長（清水栄二君）  再質疑にお答えい

たします。 

 現在、医師会において準備を進めておりますけれ

ども、医師会のほうからは早ければ９月末ぐらいに

始めたいというお話を聞いています。 

 以上でございます。 

（○16番（大石忠昭君）時間がありませんので終わ

ります。） 

○議長（河野徳久君）  議案質疑を続けます。９番、

中山田健晴君の発言を許します。 

９番、中山田健晴君。 

○９番（中山田健晴君）  議案番号９番、中山田健

晴です。議案質疑を行います。 

 第53号議案のうち、地域内お買物促進事業（第２

次）について質疑を行います。 

 新型コロナウイルス感染症発生以来、感染を防ぐ

ための様々な施策をなされ、行動範囲はかなり縮小

されて、国内の経済に大変な打撃を与えております。

この豊後高田市におきましても感染があり、大変

ショックを受けました。今後は感染を抑えながら、

皆さんで注意をしながら地域経済の活性化を図らね

ばなりません。そのような中、本年７月、地域内お

買物券が発売されました。１億 2,000 万円ですが、

約１週間で完売となりました。大変好評であり、ま

た事業者も大変喜んでおります。 

 今回は、第２弾としてお買物促進事業（第２次）

として、総額３億 6,000 万円の予算が計上されてお

ります。この事業の内容について、数点お尋ねをい

たします。先ほど来、２名の方の議員の方々の質疑

の中で、多々分かったこともありますが、幾分重複

しますがよろしくお願いいたします。１次分のお買

い物券の発行者は、豊後高田市の商店街連合会であ

りました。今回の２次分の事業主体はどこになって

いるのか。また、買物券の発行者は誰になるのか。

その辺についてお尋ねいたします。 

 また、お買物券の取扱店及び対象事務所について

はどのように考えていますか。お尋ねします。 

 今後、今回は対象店を広げるということでありま

すので、どういう募集内容になるのか説明を求めま

す。また、先ほど来分かりましたが、質疑の中で分

かりましたが、今回のお買物券は２種類あると承知

しました。その販売限度額をいかにするのか。先ほ

ど３万円という話になっていますが、これについて

当然所内で議論があったと思いますが、説明を求め

ます。 

 次に、お買物券促進事業は地域経済の立て直しを

図るための事業であると市長は開会初日の提案理由

の中で発言されました。新型コロナウイルスの発生

により、地域経済情勢の厳しい中、経済活性化に向

けてのカンフル剤になるんではないかと期待されて

います。 

 また、一方では、市民の生活支援になるんではな

いかと、そのようにも理解しています。 

 この３億 6,000 万円をぜひ市民の皆様にたくさん

買っていただき、有効に使っていただき、経済活性

化及び市民の皆様方の生活支援に役立てば大変あり

がたいと思っておりますが、何点かについて答弁お

願いします。 

○議長（河野徳久君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  第53号議案、令和

２年度豊後高田市一般会計補正予算についてのご質

疑のうち、７款１項２目地域内お買物促進事業につ

いてお答えいたします。 

 今回のプレミアム商品券につきましては、1,000

円券の12枚つづりとなっておりまして、そのうち６

枚は大型店等を含む、全ての加盟店で利用できる共

通券でございます。そして、残り６枚は基本的に中

小の事業者のみで利用できる限定券としております。

これは前回のプレミアム付きお買物引換券を販売し

た後、市民の方から他市では大型店でも使えるのに、

なぜ豊後高田市では使えないのかなど、より幅広く

使えるようにしてほしいとのご要望がありました。 

 こうした声にお応えするため、前回は豊後高田市

商店街連合会が毎年発行しておりますお買物引換券

をベースに、基本的に市内の中小事業者に限定した

もので、市商連が実施主体となっておりましたが、

今回は大型店等を含め、より幅広い事業者を対象と

するため、市と豊後高田商工会議所及び西国東商工

会が連携して、実行委員会を組織して、実施主体と

なり、名称もプレミアム商品券とするものでござい

ます。 

 取扱店の募集につきましては、商工会議所、商工

会と連携いたしまして、現在のお買物券の取扱店を

ベースにしまして、予算の議決をいただいた後に、

市報や市のホームページなども活用して、広く募集

する予定でございます。現在のお買物引換券でも取
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り扱い業種につきましては特に限定しておりません

ので、小売店、飲食店、石油販売、美容院等、幅広

い業種となっておりますが、今回は市内の大型店や

ドラッグストア、コンビニ等でもご希望があれば参

加できるようになっております。また、1,000 円券

が12枚つづりになった１万2,000円分の商品券を１

万円で３万冊販売いたしますが、上限額の設定につ

きましては、議論を重ねた結果、より幅広く市民の

皆様に行きわたるようにすることと、地域経済の振

興を図るという２つの観点から、前回よりも１万円

引き上げて１人当たり３万円に設定するものでござ

います。 

 販売方法等につきましては、基本的に前回と同様

でございまして、市民及び市内に通勤する方のみが

購入でき、商工会議所及び商工会において、10月下

旬から販売する予定でございます。今回、定額支援

金の第２次配布もございますので、より多くの市民

の皆様にご購入いただければと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  ９番、中山田健晴君。 

○９番（中山田健晴君）  先ほど言いましたように、

１週間で完売しました前回の分ですが、多分情報入っ

ていると思いますけど、実際にはまだ半額しか換金

できておりません。ということはまだ 6,000 万円分

がまだ手元に残っております。私が何で今回質疑す

るかというと、できれば今度の３億 6,000 万円を市

民全員に、市民のために何とか役立てるように使っ

ていただきたいなとそのように思っております。 

 先ほど来ありますが、宇佐、中津のほうも宇佐が

総額６億円ですが。計画立てて、宇佐５万 5,000 人

おるんですよ、人口が。高田は２万 2,000 人しかお

りません。高田は人口の約半分が３万円買わんと、

３億円にはならないんです。そういうことを考える

と。 

 また、もう１つは、お買物券の特性といいますか、

先ほど金券と同じだと言いましたけど、扱うのは金

券と一緒ですが、実際には金券ではありません。だ

から、生活固定費である通信費とか光熱水費、医療

費、学費等々には使えません。そうした面で大変販

売するには苦労すると思います。やはり買う側にあ

る程度のその間のお金の余裕がないと、先ほどの固

定費が賄いきれませんので。できれば使い勝手のい

い券にするために、限度額をもうちょっと１回再考

してほしいなと思います。そして、例えば、農業関

係ですが、前回農協は入っておりませんが、農協で

買うのに肥料代とか金額はるんですよね。２万円、

３万円じゃあ済まない分機械代とかありますので。

また、車の車検費にしても３万円かそこらで車検は

できません。目的をもって使える、目的をもって買

えるていにしてもらいたいな。そうすると、皆さん

が３億円近く売れるんじゃないのかなと思っており

ます。その辺どのように考えているかぜひお聞きし

たいと思います。 

○議長（河野徳久君）  商工観光課長、河野真一君。 

○商工観光課長（河野真一君）  それでは、プレミ

アム商品券の関わる再質疑にお答えいたしたいと思

います。 

 先ほども申し上げましたが、今回３万円引き上げ

た理由としましては、より幅広く市民の方に行きわ

たるようにすることと地域経済の振興、この２点の

観点から３万円に設定したものでございます。また、

定額支援金の配布もございますので、利用できるお

店の拡大も含めまして完売できるものというふうに

思っておりますが、万が一大量に売れ残った場合に

つきましては、再購入も可能とするなどの措置も検

討してまいりたいというふうに思っています。 

 ただ、前回、第１次で既に１人２万円を上限に販

売しております。今回１人当たり３万円ということ

で、１次、２次を足せば、１人当たり５万円になり

ますので、かなりの需要喚起にはなるんではないか

というふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（河野徳久君）  ９番、中山田健晴君。 

○９番（中山田健晴君）  券が売れればそれはかな

り役に立つと思います。心配しているのは券が出る

かどうかです。できれば３億円分買っていただきた

いと思います。そして、使い勝手のいい券にしても

らいたいと思います。ただ、限度額上げたからといっ

て、そんな１万円、２万円買えないかっていうこと

はないんで。１万円、２万円買えるんで。それは限

度額上がろうが、下がろうが、細かくしようがどう

しようが、買うほうは利便性は一緒です。ただ、上

がったほうが目的をもって買えるんじゃないかなと。

そうすると、高額のものは皆さん使ってくれるんじゃ

ないかなということで、経済的なことを考えればそ

れも一考じゃないかなとそのように思っております。

こだわるわけじゃないんですけど、なるべく使い勝

手のいい、皆さんが買ってよかったなと思えるよう

なお買物券になってほしいなと思いますんで。答弁

は結構です。終わります。 
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○議長（河野徳久君）  これにて、質疑を終結いた

します。 

 ただいま議題となっております第53号議案から第

59 号議案まで、及び第 12 号報告については、お手

元に配付いたしました議案付託表のとおり、それぞ

れの所管の常任委員会に付託をいたします。 

○議長（河野徳久君）  日程第２、決算審査特別委

員会の設置及び委員選任についてを議題といたしま

す。 

 お諮りいたします。第60号議案、令和元年度豊後

高田市歳入歳出決算の認定について及び第61号議案、

令和元年度豊後高田市水道事業会計剰余金の処分及

び決算の認定については、議会選出による監査委員

を除く、15人の委員をもって構成する決算審査特別

委員会を設置し、これに付託の上、審査することに

いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（河野徳久君）  ご異議なしと認めます。 

 よって、第60号議案、令和元年度豊後高田市歳入

歳出決算の認定について及び第61号議案、令和元年

度豊後高田市水道事業会計剰余金の処分及び決算の

認定については議会選出による監査委員を除く15人

の委員をもって構成する決算審査特別委員会を設置

し、これに付託の上、審査することに決しました。

決算審査特別委員会委員の方々には本日の本会議終

了後、決算審査特別委員会を開きますので、正副委

員長の互選を行い、その結果を報告願います。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 次の本会議は、明日午前10時に再開し、一般質問

を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午後０時７分 散会 
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